
災 害 復 旧 事 業 の 紹 介

災害復旧事業とは、降雨、洪水、高潮、地震などの自然災害により、
被害を受けた公共土木施設の機能を早期かつ確実に復旧する事業
です。

○災害復旧ってなに？

・災害発生後、地方自治体等職員は、公共土木施
設に壊れたところがないか確認し、必要に応じて
応急工事を実施します。

・地方自治体等は、壊れたところをどうやって直す
かの検討と、予算を算定し、主務省（国土交通
省）に負担金の請求を申請します。

・申請に対し主務省（国土交通省）が災害査定官
を派遣し、財務局の担当官の立ち会いの元に災
害査定を行い、その場で予算（災害復旧事業費）
を決定します。

・災害査定で決定した予算で、災害復旧工事を
行い、災害復旧が完了します。

主務省、財務局は、できるだけ速やかに災害復旧事業費
の予算措置を講じることにより、早期に適切な災害復旧が
行われ、一日も早く被災地域の生活環境の安定が図られ
るように努めております。

災害の発生

災害復旧の検討と申請

災害査定の実施

災害復旧工事の発注と実施

被害の把握・応急工事

○災害復旧の流れ

※災害査定前であっても地方公共団体の判断で工事着手可能

※



災 害 査 定 状 況

現 場：新潟県東蒲原郡阿賀町
査定日：平成２７年11月５日（木）

【災害内容】
平成２７年９月に発生した台風１８号による大雨の影響で、新潟県阿賀町の

町道の地面が緩み、１１ｍにわたり土砂崩落が発生した。
この影響で、片側交互通行となった。

査定官と立会官の現地確認状況 査定官による現地確認の
指摘事項記入状況

申請者の修正項目説明/査定官・立会官の確認状況 災害復旧事業費の決定

申請者による被災状況及び
復旧方法などの説明状況

黒線：土砂崩落前
赤線：土砂崩落後

（横断図）

【災害査定状況】


